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:MIECENAT AV√ARDS 2002
受賞企業には、表彰状とトロフィーを贈呈します。

ラディカル・プラント
Rス D′CスとPとハⅣT

ブロンズ、黒御影石
37× 18X12cm

トロフイー制作

鷲見和紀郎 (すみわきろう)
彫刻家 .1950年 、岐阜市生まれ。フ2年 .Bゼ ミスクール修了後.彫刻家 三木富雄のアンスタント
を経て.76年 .ニ ューヨークに滞在。86～ 87年 .日 仏芸術家交流計画により在仏。99～ 2000年
文化庁特別派遣芸術家 在外研修員としてリヨンに滞在 .個展 グループ展歴多数。
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ヽトロフイーの制作者|よ .セツン現代表II龍館長の難波英夫氏に協力いただき.指名コンペテイションを実施して選びました.
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ごあいさつ

「メセナ大賞2002」 の受賞活動7つを決定いたしました。受賞

される企業の皆さま、誠におめでとうこざいます。

本賞は、優れたメセナ活動により芸術文化の振興に高く貢献さ

れた企業・企業財団に対して、その功績をたたえ、活動の充実を祈

念してお贈りするものです。本年も、全国から多数のメセナ活動を

お寄せいただきました。

91年 に創設しました本賞も12回 目を迎え、今回をもつて95件の

活動を表彰させていただくことになりますが、こ応募いただいた件

数はその20倍以上にのぼります。支援対象や活動の形態も多岐に

わたり、いずれの案件も各社の創意工夫に満ちた内容で、この間の

企業メセナの充実ぶりを実感するばかりです。経済状況が厳しいなか、

こうした活動を日々推進しておられる企業のこ努力に、心から敬意

を表したいと思います。

このたび受賞されます各社は、それぞれが取り組まれた芸術分

野の発展に大きな役割を果たしてこられましたが、今後も活動を継

続していくなかで、メセナの地平をより大きく広げていただきたい

と期待しております。

あらためまして、こ応募ならびにこ推薦をいただきました皆さ

まに厚く御礼申し上げます。そして、百花練乱の案件のなかから限

られた数の受賞活動を選ぶという労をいとわず、3年間にわたりこ尽

力いただきました審査委員の皆さまにも、心より御礼を申し上げます。

昨年末に文化芸術振興基本法が施行され、芸術文化に対する

社会の関心が高まるなか、企業メセナヘの期待も増してきております。

当協議会も芸術文化振興の一助を担うべく活動を展開してまいりま

すので、今後なおいつそうのこ理解とこ支援を賜りますようお願い

申し上げます。

社団法人 企業メセナ協議会

会長理事長 福原義春

02



審査委員

出池上 惇 (いけがみじゅん)
京都橘女子大学文化政策学部長、京都大学名誉教授。経済学博士。

専門は、文化経済学、財政学で、とくに地域の固有性を活かした創造的まちづくりの

研究をおこなつてしヽる。主著に F文化経済学のすすめ』、
『生活の芸術化

―
ラスキン モリスと現代」、「現代のまちづくり」(共著 )ほ か多数。

畠池田逸子 (いけだいつこ)
音楽評論家。ミュージック ベンクラブ ジャパン運営委員。岩波講座 :日 本の音楽

アジアの音楽」(共著 )などを執筆するかたわら、既成の評価やジャンルにこだわらなしヽ
自由な視点から「アサヒビール ロビーコンサート」ほか多数のコンサートの企画や

制作もおこなつている。

二富永壮彦 (とみながたけひこ)
音楽評論家。58年 、共同通信社入社、30年余にわたり文化部で音楽を担当し
93年に退社。以来、フリーの音楽ジャーナリストとして活動を続ける。
93～98年、昭和音楽大学にて音楽ジャーナリズム論と音楽評論概論の講座をもつ。
日本記者クラブ、東京音楽ベンクラブ会員。著書に『私の好きな演奏家」ほか。

出中沢けい (なかざわ けい)
作家。F海を感じる時』(78年 )で群像新人賞、F水平線上にて」(85年 )で
野間新人賞受賞。現代人の内面をとらえた文学作品を数多く発表するほか、評論、
エッセイなど多数執筆。各誌で文芸時評、メディア時評も手がける。

最新作 F月の桂」(2001年 )は 幅広しヽ層から好評を得た。

ニピーター・パラカン (び―た一ばらかん)
ブロードキヤスター。ロンドンに生まね、74年以来、東京在住。
「CBSドキュメント」(TBS/日 曜日深夜)ほ か、多くのテレビ ラジオ番組に出演してしヽる。
ジャンルや時代にとらわねなしヽ音楽ラジオ番組づくりに使命感をもち、

その目標を進めるために理解のある企業を募集中。

二平田オリザ (ひらたおりざ)
劇作家 演出家。「劇団青年団」主宰。桜美林大学助教授。

現在、自身が所有、経営する「こまばアゴラ劇場」を拠点に演劇活動を続けるほか、

教育、言語、文芸などさまざまな分野で、批評や随筆を発表している。

95年 に「東京ノート」で岸田國士戯曲賞受賞。

二福田美蘭 (ふくだみらん)
画家。第32回 安丼賞 (89年 )、 第 7回インドトリエンナーレ金賞 (91年 )など
数々の賞を受賞。99年には国立国際美術館にて個展「福田美蘭展」を開催するなど
現在、もつとも注目を集めてしヽる気鋭の美術家である。

作品集に F福田美蘭 PICTURESQUE 1992-1998」 (98年 )が ある。

二本江邦夫 (もとえくにお)
多摩美術大学美術学部教授、府中市美術館館長。

76年より東京国立近代美術館に勤め、企画 資料課長、美術課長を経て98年に退職。
19世 紀末から現代にかけての美術を中心に、芸術全般について幅広く深しヽ視座からの
評論活動を展開している。著書に『絵画の行方」など。

占福原義春 (ふくはらよしはる)
(株 )資生堂名誉会長。(社 )企 業メセナ協議会会長 理事長。
企業の社会貢献、文化へのパトロネージュなどにも関心が高い。
「企業は文化のパトロンとなり得るか』(90年 )、『文化資本の経営」(99年 )
『メセ方の動き メセナの心」(2000年 )など多数の著書を出してしヽる。
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選考経過

「メセナ大賞2002」 は、本年3月上旬より募集を開始し、5月末で

応募を締め切りました。案件の募集にあたつては、自らの活動を応募

いただく自薦方法とあわせて、各地の自治体や新聞社、芸術関係者

の方々から、優れたメセナ活動をおこなつている企業や企業財団を

推薦いただく方法を採りました。その結果、11件の推薦を含む計103

件 (85団体)のこ応募をいただくことができました。これらの全応募

案件について、協議会会員の担当者からなる大賞部会で約4ヶ月に

わたる調査・取材をおこない、9月下旬の審査会に諮りました。

審査委員は3年間の任期でお願いしており、本年が最終年にあ

たりましたが、文化庁長官に就任された河合隼雄氏にかわつて池上

惇氏に後任をお引き受けいただきました。長時間におよぶ審議の末、

受賞活動7件を選び、そのなかから大賞を選出、残る6件には特に評

価された点を賞の名称に反映させています。

今回の全応募案件を概観して顕著であつたのは、芸術文化の享

受者あるいはアマチュアの活動に目を向けた支援が多かつたことです。

こうした方面へ支援を広げることで、より深く芸術文化に親しむ誘因

がつくられ、支持層の拡大につながることが期待されます。また全国

各地からは、地域に根差した活動が多く寄せられ、地域の活性化もし

くはアイデンティティ醸成のためにメセナに励む企業が増えてきてい

ると感じられました。一方、長年にわたリメセナを推進してきた企業

では、その地道な活動が定着し、芸術面での質の高さはもとより運営

面での工夫・洗練の度合いが高まつているように思われます。

今回大賞を受賞された朝日放送は、わが国の音楽界への長年の

貢献が特に評価されましたが、他の受賞企業においても、各分野での

専門性の高さと独自のノウハウにもとづく取り組みが支持されました。

そのほか、惜しくも受賞にはいたらなかつた案件のなかにも、今

後のメセナのあり方にヒントをもたらすような活動が多くありました。

これらの活動には今後も注目し、さらなる展開に大いに期待したい

と思います。

社団法人 企業メセナ協議会

大賞部会
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メセナ大賞2002受賞活動

朝日放送株式会社        ρθ6

ザ・シンフォニーホールの運営と事業活動

企業文化賞

メセナ大賞

企画賞

情報発信賞

奨励賞

地域文化賞

育成賞

鹿島建設株式会社

「KAJIMA彫刻コンクール」の実施

キリンビール株式会社

「キリンダンスサポート」創設に

結びついた体系的な現代舞踊支援

東陶機器株式会社 (TOTO)

ギャラリー・間の活動

株式会社飛騨庭石

祭屋台の制作および

「飛騨高山まつりの森」の運営

株式会社リクルート

クリエイシ∃ンギャラリーG8と

ガーデイアン・ガーデンの運営

凸版印刷株式会社        ″アイ

コンサートホール「トッパンホール」の運営

ρ08

ρア0

ρ72

ρア6

ρ78
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メセナ大賞

F、 _⌒ . .ずゃ・‐ /・…ヽ ・‐ザ・シンフオニーホール

朝日放送株式会社

ザ シンフォニーホールは、1982年、朝日放送の創立30周年

記念事業として、大阪北区の本社隣りに建設された。同社では

それまでもクラシック音楽の主催公演をおこなっていたが、本

格的なコンサートホールがまだ日本になかったことから、当時社

長の原清氏の提案により実現されたものである。パイプオルガ

ンを擁した1,704席のコンサートホールの誕生は、後に続く専用

ホールの先駆けであり、関西のみならず日本の音楽界に大きな

波紋をもたらした。

開設当初より「地元に愛されるホール」をめざし、「グロー

バルスタンダードとなりうるオーケストラを大切に」との方針を

掲げて、関西フィルの定期演奏会の場として活用され、大阪フィ

ルの主催公演も多く開催。後に大阪センチュリーや大阪シンフ

ォニカーも定期演奏会に用いるなど、在阪オーケストラの活動

拠点となってきた。自主事業でも関西の演奏団体を起用しており、

故・朝比奈隆氏が指揮する大阪フィルには、85年より年3～ 5回

06
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の公演を依頼、同ホールの性格を特徴づけるシリーズとして定

着した。

一方、99年からは、小中学生・高校生を対象とした芸術鑑賞

会を実施したり、学生や子どもたちの見学を受入れるなど、地域

の人たちの利用を促している。また放送との連携をはかり、テレ

ビでは、バラエティ番組「クラシック解体新書」や「朝比奈隆のブ

ルックナー」などを制作・放送。ラジオでも毎週日曜日の朝に「ザ・

シンフォニーホールアワー」という番組を設けてコンサートの

様子を紹介するなど、気軽にクラシック音楽に親しめる番組づく

りに取り組んでいる。

内外から一流の音楽家を招いて上質のプログラムを提供

するとともに、クラシックフアンの拡大にも努める。「100年後に

真価が問われる」という同ホールの活動は、ちょうど20年の節目

を迎えたところである。

評価ポイント コンサート専用ホールとして先駆的な存在であり、
日本のクラシック音楽界に果たした役割は大きい。 バラエティ
に富んだプログラムや社業との連携などに工夫が見られる。

企業プロフィール (2002年 9月現在)

本社所在地 大阪府大阪市 資本金  18億円
業種 一般放送業 従業員数  766人

URL http://asahi.co.jpl創立年   1951年

ル,ど CF″ Arス ″4RDS 2002 07



企業文化賞

L ′

鹿島建設株式会社
「KAJIMA彫 刻]ンクール」の実施

「KA」 IMA彫刻コンクール」は、1989年 、鹿島建設の創立 150

周年記念事業としてスタートした。彫刻は建築とのかかわりが深く、

これからは彫刻によつて建築物の芸術性や付加価値を高めていく

ことが求められるであろうとの考えから、現・最高相談役の鹿島昭

一氏が発案したものである。以来、隔年で実施され、2001年 には第

7回をおこなうにいたつた。

同コンクールは、実物の3分の 1サイズの模型で第一次審査を

おこない、15名 の入選者に実際に作品を制作してもらつたなかか

ら各賞を選ぶというものである。制作された入賞作品と入選作品2

点を、東京・赤坂にある同社KIビルのアトリウムに展示し、次のコン

クールがおこなわれるまでの2年間、一般公開している。また、コン

クールの実施直後には、模型も含めての展覧会を開催し、優れた

応募作品を紹介。入選作品の制作にかかる費用を同社が補助する

ほか、賞金も授与している。

毎回、300点前後の応募があるうち半数近くがリピーターであり、

θ8
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30～ 40歳代で数々の彫刻コンクール経験者が多いが、一方で若手

作家の登竜門としても知られている。また、ホームページでも募集

をおこなつているため海外からの応募もあり、第7回の応募総数は

338点で、そのうち海外からの応募は36点を数えた。

応募作品の選考については美術の専門家を委員として迎えて

いるが、コンクール全般の運営は社内で「KA」 lMA彫刻コンクール

実行委員会」を組織してあたつている。広報、総務、建築設計エン

ジニアリング本部、関連会社など、さまざまな部署から委員が出て

横断的に取り組む。

2年近くにわたって作品を展示するなかで、作品の斡旋や作家

の紹介にもつとめており、入選者の後の作家活動にも寄与するコ

ンクールとして、彫刻界・建築界ともに広く知られている。

評価ポイント 建築にたずさわる企業ならではの発想や視点が活
かされたコンクールである。 長期にわたり作品を自社ビルに展
示することで、広く作家を紹介している。

企業プロフィール (2002年 4月現在)

本社所在地 東京都港区 基本金  640億円余
業種    建設 従業員数 11,664人

URL http://wwrv.kajima.co.jpl創立年    1930年
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企画賞

キリンビール株式会社
~キ
リンダンスサポート」創設に結びついた体系的な現代舞踊支援

キリンビールでは、87年に開設したKPOキ リンプラザ大阪の

運営および90年からの「キリン アートアワード」の実施を通じて、

現代アートの分野において先鋭的な表現を取り上げてきた。その

なかで、現代舞踊に対しては企業からの支援があまりない状況を

知り、同社のメセナ活動の重点的な対象として取り組むことになる。

まず、従来の活動を通じてかかわつたアーティストやダンスカ

ンパニーを中心に公演を協賛する一方で、ダンスの裾野を広げる

活動にも目を向け、ワークショップや観客参加型のプロジエクトも

支援。これは従来の活動が自ずと継続・展開していつた結果である。

99年からは、新国立劇場の「コンテンポラリーダンスシリーズ」、世

田谷パブリックシアターの「21世紀舞踊」シリーズを年間サポート。

これらはもともと劇場側であたためていた企画だが、両劇場との

やりとりのなかから協力体制を築いていつた。劇場側の企画をベ

ースに話し合いながら、新たな可能性に挑戦する表現の提案を応

援している。
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朝日舞台芸術賞授賞式での



こうした活動がさらに発展したのが、朝日新聞社が主催する「朝

日舞台芸術賞」への参画である。同賞は、演劇やダンスなど優れた

舞台芸術活動に対する顕彰を目的に2001年 に創設されたもので、

グランプリの他に舞台芸術賞など幾つかの賞が与えられる。「キリ

ンダンスサポート」は、これら受賞作品のうち現代舞踊の一作品に

対して、地方を含む再演を条件に最高 1′ 000万円を支援するもの

である。これは、アーティストや劇場関係者との意見交換から、ダン

ス公演は「期間が短い」「地方公演が少ない」「再演の機会がない」

との問題を知り、それに対してキリンビールができることを朝日新

聞社に提案したものである。

現代舞踊の分野で求められる支援のあり方を探りながら、そ

の活動を進化させ、多岐にわたる取組みがなされている。

評価ポイント 現代舞踊という分野に着目し、多岐にわたる支援
活動をおこなつている。 支援を受ける側のニーズを汲み取り、
それに応じたサポートを展開させている。

企業プロフィール (2002年 4月現在)

本社所在地 東京都中央区 資本金  1,020億 4,500万円

業種    食品 従業員数 6.540人

URL http://www.kirin.co.jpl創立年    1907年
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情報発信賞

東陶機器株式会社 (丁OTO)
ギャラリー・間の活動

ギャラリー・間は、TOTOが 1985年 10月 に開設した建築・デザイ

ン専門のギャラリーである。東京・乃木坂にある同社ビルの3・ 4階

を「何か社会に貢献できる場にしたい」との考えから設けられたも

のであり、これまでに数多くの建築家等の仕事を紹介してきた。

通常は年4回 、約2ケ月の会期で展覧会を開催しており、2002

年9月で100回 目を数えた。おもに現在の活躍が注目される建築家

の個展をおこなつているが、着眼点は「いかに次代を担う若者たち

に刺激を与えるか」であり、客層としては学生が主対象である。企

画は同社文化推進部のスタッフが立案し、4名の専門家からなるギ

ャラリー・間運営委員会で決定される。

2001年度におこなわれた展覧会は、「住宅のル・コルビュジエ

展 全プロジェクト模型と家具」「難波和彦展『箱』の構築」「坂本

一成展 日常の詩学」「北山恒展 On the Situatlon」 の4本。特に「住

宅のル・コルビュジエ」展は、図面にしか残されていないプロジェ

クトまで模型化するという試みが好評で、過去最高の 1万 3′ 000人
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を超える来場者があつた。これら展覧会の内容は、論考や資料を加

えた書籍としてまとめられ、TOTO出版から発行されている。

さらに96年からは、展覧会に関連するテーマによる連続レク

チャー「空間術講座」を開催、毎回、建築を学ぶ学生を中心に約

100名 の聴講者を集めている。また、ギャラリーの体館日には大学

の授業利用を受入れるなど、企画内容を深く掘り下げる取組みを

おこなつている。

こうした活動を地方でも展開しようと、2000年からは展覧会

を各地に巡回。地方の大学を中心に市民グループや建築団体など

からも要請があり、2001年は11ケ所での巡回展を実施した。展覧

会を核として、レクチャーや出版、巡回展など活動の幅を広げている。

評価ポイント 建築に特化したギャラリーとしての専門性の高さ。
東京での展覧会活動にとどまることなく、出版や巡回展など

を通じて全国に情報を発信している。

企業プロフィール (2002年 3月末現在)

本社所在地 福岡県北九州市 資本金  355億7,900万円
業種 衛生設備機器製造 従業員数 9,000人

URL    http:〃 www.toto.co.jp/創立年   1917年
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奨励賞

凸版印刷株式会社
コンリートホール「トンバンホール_|の運営

2000年 10月 、凸版印刷の創業100周 年記念事業として建てら

れたトッパン小石川ビルの 1階に、「トッパンホール」は開設された。

新世紀の情報コミュニケーシヨン産業を標榜する同社が、〈見る〉

だけでなく〈聴く〉感性にも訴えようと、上質の音楽を提供する場

を設けたものである。「音の聖域」をめざしたホールは、材質から

構造まで音響効果に最大限の配慮がなされ、座席位置による差異

が少なく408席 すべてがS席、とりわけ室内楽には最適の環境と

なつている。

自主事業では何よりもクオリティの高さを重視し、テーマ性を

もたせたシリーズに取り組むとともに、若手アーティストの発掘と

育成にも力を入れている。毎月半ばの水曜日におこなつてきた「デ

ビューコンサート12:15」 は、昼12時 15分に始まる30分間のミニコ

ンサートで、年2回のオーディシヨンで選ばれた12人の新人が登場。

コンサートの内容についても応募者自らが企画し、無料で定期的

な開催のため近隣の住民や同社社員も気軽に訪れた。また、これ

トッバンホール 舞台から客席を見る
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